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	［ＪＡＸＡ宇宙飛行士　若田光一さん　講演：国際宇宙ステ-ション長期滞在飛行に参加して］
	（2011年10月28日、サンフランシスコ　THE HILLER AVIATION MUSEUMにて開催）
	日航財団では、地球規模で考え行動できる青少年の育成を目的として、2003年度より「地球人講座」を各地で開催している。
	2011年３月11日未曾有の大震災が東日本を襲い、世界中の人々に、人間の自然に対する無力さ、自然の恐ろしさを痛感させた中、今年度は、国境を越え、宇宙・地球といった視点で子供たちがものごとを考えるきっかけを与える講座として企画した。
	ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）の協力を得て，宇宙飛行士のトップとして活躍されている若田光一さんに、日本人で初めて国際宇宙ステーションに長期滞在した４カ月半にわたる経験を貴重な映像と共にお話いただいた。サンフランシスコ在住の宇宙に興味を持つ子供たちを中心に約110名が参加。
	地球・月など惑星の大きさ・重力の話や宇宙ステ-ションでの実験・訓練の様子、様々な国の宇宙飛行士との日常生活の様子について、子供たちは笑い声をあげながら、目を輝かせて聞き入っていた。
	講演後、子供たちから、「宇宙に行くのは怖くないですか？」「無重力空間の宇宙でも落ちてくるものはありますか？」などたくさんの質問が飛び出した。
	日本だけでなく世界中また宇宙までをフィ－ルドとして活躍されている若田さんの講演は、アメリカと日本の文化の違いを身近に感じながら生活している多くの子供たちが、一人の人間として思いやりをもつこと、夢と希望、そして探究心を持って努力することの大切さを心に刻む機会となった。

